
【個別分野】

（行財政改革関係）

（参考データ）

※　提案公募型アウトソーシング
　 県が実施する公共サービスに関し、民間事業者の創意と工夫が反映されることが
期待できる一体的な業務を選定し、総合評価競争入札による複数年度にわたる外
部委託を行い、公共サービスの質の維持向上及び経費の節減を図るもの。

【民間委託推進の例】

公の施設に係る指定管理者制度の導入（主に平成18年４月～）

各指定管理者の管理業務に対する委託料の削減効果

（問）　県の仕事は非効率であり、民間に委託すれば予算を減らすこと
　　 ができるのではないですか？

（答）　 これまでの行財政改革において、庁舎清掃、警備業務等の定型
　　　的な業務、各種電算処理、調査集計業務等の専門性が高い業務
　　　を中心に、行政コストの縮減や県民サービスの向上が見込まれる
　　　業務については、積極的に業務の民間委託等を推進してきました。

　　　　平成１７年度の決算資料によると、工事関係を除く１件の金額が
　　 １０万円以上の民間委託の実施状況は、県全体で２，５８５件、委
     託金額の総額は約１８０億円にのぼっています。

　     平成１８年３月に「熊本県民間活力活用指針」を策定し、本県の独
　　自の提案公募型アウトソーシング※等の新たな民間活力のための手
　　法を導入するなどの取組みを進めており、今後も積極的に民間活力
　　の活用を進めていきたいと考えています。

（単位：百万円）
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3年間累計

合計額 4,549 3,692 3,593 3,547 -857 -956 -1,002 -2,815

-18.8% -21.0% -22.0%
※　削減効果額は、指定管理対象施設４２施設（平成２０年４月）の合計
※　各年度当初予算で比較




